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　私たちが毎日利用している道路は、消防車や救急車両の進入や災害時の安全な
避難路として、重要な役割を担っています。しかし、足立区内には木造住宅密集地域
が点在し、地震・火災等発生時には、大きな被害が想定されていますが、迅速な災害
復旧活動が行えない狭い道路が広範囲にわたり残されています。
　細街路整備事業は、道路の拡幅をしたり新しく道路をつくったりして、防火性・安全
性の向上を図り、安心で暮らしやすいまちづくりを目的として、沿道の皆様のご協力を
いただきながら行っています。

　※道路の全てを細街路路線に指定しているものではありません。
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２　手続きについて （詳細は、「足立区細街路整備事業の手引き」をご覧ください）

「細街路協議書」提出

「細街路整備助成金等交付申請書」及び「細街路整備施工依頼書」を工事希望日３０日前までに提出

門塀の除却工事、ライフラインの切り回し工事、電柱、水道メーター、ガスメーターの移設工事、

その他、支障物の撤去工事などを完了（助成対象工事の工事前後の写真を忘れずに撮影してください。）

測量により、後退位置を仮標示

足場や仮囲いを解体して、外構工事に着手する前に申請者（代理者）と足立区で現場立会い

仮標示が動いていないことを再度確認

工事終了後、本杭の設置（公道は、足立区専用の杭を支給致します。）

整備後の地目が宅地の場合でも、非課税申告の手続きにより、固定資産税が非課税となる場合があります。

問い合わせ先　東京都足立都税事務所 〒123-8512 足立区西新井栄町2-8-15 Tel 03-5888-6211(代表)

助成金の請求「細街路整備助成金等交付請求書兼口座振替依頼書」、「測量費計算書」、電柱、

水道メーター、ガスメーターの移設工事の「請求書」及び「領収書」、「工事前・中・後の写真」、「細街

路整備完了届・確認書」などを提出（詳細は、手引き参照）

細街路整備工事
※年末年始・年度末を除きます。また、工事業者のスケジュール等の都合により、

　希望時期に工事をお受けできない場合があります。

※重機が載る恐れがなくなったときに仮標示を行ってください。

※細街路整備協議済後に確認申請を行ってください。

※細街路整備施工は、工事業者のスケジュール、予算等の都合により、

　当該年度でなく次年度となる場合があります。

※１ヶ月ほどかかります。

細街路協議済通知書

建築確認申請

申請者（代理者）と足立区

足立区申請者凡例・・・
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３　細街路整備について

４　細街路整備が行えない場合

５　細街路整備が自主整備となる場合

細街路整備前

（整備例）

細街路整備後

原則、足立区が道路後退線の位置にＬ形側溝を設置します。

次のいずれかに該当するときは、細街路の整備が行えず、助成金等もお支払いできません。

(１)公道で「隣地境界確認書」及び「境界確認書」が提出できないとき

(２)土地の所有権を有する全員の「整備承諾書」及び「印鑑登録証明書」などが提出されないとき

(３)拡幅整備部分にブロック塀、宅桝、水道メーターなど、個人の所有物が存置されているとき

(４)土壌汚染のおそれがあるとき

(５)原則、後退距離が１０㎝未満、または、間口が２ｍ未満の工事のとき（詳細は要相談）

(６)足立区宅地開発事業調整条例第３条の宅地開発事業もしくは足立区環境整備基準第３条第１項

　　２号から７号までに該当する事業で、当該基準に基づく手続き等が完了していないとき

(７)その他、道路管理引継ぎ上、支障があると判断されるとき

次のいずれかに該当するときは、自主整備となります。また、助成金等も対象外となります。

(１)事業区域面積が３００㎡以上の宅地開発事業（主として住宅の供給を目的とする土地の分割、ま

　　たは区画形質の変更）を行う方　※形質の変更とは農地を宅地に転用する場合等

(２)地上階数３以上かつ住戸数１５戸以上の集合住宅建設事業を行う方

(３)店舗面積が５００㎡を超える大規模店舗建設事業を行う方

(４)細街路整備を行う土地について、建築計画の内容又は所有権の境界等に係る紛争が生じている　

　　場合

(５)建築基準法第４３条第２項各号の許可等を受けて行う事業（建築基準法定外道路）

※建築確認申請を行う日までに細街路協議を完了させてください。
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６　助成事業の対象範囲

７　助成の対象外となる項目

（詳細は、「足立区細街路整備事業の手引き」をご覧ください）

●助成金
(１)拡幅部分の測量、分筆登記、非課税申告などに要する費用

(２)拡幅部分にある水道管及びガス管の切り回し工事に要する費用

(３)電柱、街路灯の移設に要する費用（自主整備を除く）

(４)新築・建替等を行わない、拡幅部分にある門・塀などの除却工事に要する費用

(５)新築・建替等を行わない、拡幅部分にある樹木の移植工事に要する費用

(６)その他整備に必要な工事に要する費用

●奨励金
(７)隅切り整備奨励金(東京都建築安全条例及び告示建築線などの隅切りが対象。位置指定道路の

　　隅切りは対象外)

(８)壁面線後退整備奨励金（千住一、二丁目内の指定区域）

(９)地区施設等後退整備奨励金

(10)建築基準法定外道路整備奨励金

●助成金・奨励金の交付対象外
(１)細街路整備工事を行わず、空間確保にとどめる方

(２)事業区域面積が３００㎡以上の宅地開発事業（主として住宅の供給を目的とする土地の分割、また

　　は区画形質の変更）を行う方

(３)地上階数３以上かつ住戸数１５戸以上の集合住宅建設事業を行う方

(４)足立区環境整備基準第３条第１項第１号に該当する事業を行う方

●助成金の交付対象外
(５)宅地建物取引業法に規定する宅地建物取引業を営む方が、その業の目的のために建築物を建築す

　　る場合（ただし、区整備で電柱、街路灯の移設は対象）

(６)足立区宅地開発事業調整条例第３条の宅地開発事業に該当する事業で、当該条例に基づく事業計

　　画書を届出していない方

(７)足立区環境整備基準第３条第１項第２号から第７号に該当する事業を行う方

●助成金の一部が交付対象外
　私道の分筆登記費用

　新築・建替等を行う際の門・塀などの除却工事費用など

【足立区環境整備基準第３条第１項各号】
(１)大規模店舗建設事業で、店舗面積が５００㎡を超える事業

(２)商店街に建設する建築物で、延べ面積が３００㎡以上となる事業※

(３)敷地面積が１,０００㎡以上で建築確認の必要となる事業※

(４)第二種中高層住居専用地域・第一種住居地域・第二種住居地域内に建設する倉庫で、延べ面積が

　　５００㎡以上となる事業※

(５)公共的建築物（病院、学校、幼稚園、斎場、児童福祉施設等の公共性の高い施設）で、敷地面積

　　又は延べ面積が５００㎡以上となる事業

(６)墓地事業で敷地面積が５００㎡以上となる事業

(７)自動車車庫事業で、建築基準法第２条第１項第１号に規定する建築物に該当しない工作物を単独

　　で設置する事業

　　※「足立区集合住宅の建築及び管理に関する条例」の対象となる事業は除く

４



８　整備後の管理について

９　奨励金について

公 道 

寄　付
（原　則）

拡幅整備部分を分筆後、地目を公衆用道路に変更し、
抵当権抹消等の手続きを行ってください。
道路として区が管理します。  

私有地使用承諾
（やむを得ない場合） 

所有権は従前のままですが、私権は制限されます。
道路として区が管理します。  

私 道 　　　自主管理　　　  所有者が道路として管理します。 

細街路整備において、隅切りの整備・壁面線後退の整備・地区施設道路等の整備・建築基準

法定外道路の整備を行うときに奨励金をお支払いする場合があります。 

公 道 

私 道 

寄　付 路線価相当額 × 奨励金対象面積 

私有地使用承諾 路線価相当額 × 奨励金対象面積 × ２/３ 

自主管理 路線価相当額 × 奨励金対象面積 × １/２ 

例）隅切りの場合 

道路整備

２ｍ

奨励金対象

奨励金対象外

（ただし、東京都建築安全条例及び告示建築線等の

隅切りが対象。位置指定道路の隅切りは対象外）

※隅切り部分は、建築敷地面積に含められるか　

　どうかは、建築審査課と協議してください。

注：私道の隅切りは、区で管理できません。

空間確保

公 道 

注：私道の隅切り 

アスファルト・コンクリート等

奨励金は、課税対象となる場合があります。

詳しくは、所轄の税務署へお問い合わせください。  

私 
道
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整　備　前 整　備　後

10　足立区細街路整備事業の手引き、提出書類等

11　細街路路線図　閲覧できます

足立区のホームページから、各種書類がダウンロードできます。
キーワード「細街路」で検索してください。
http://www.city.adachi.tokyo.jp/

インターネット閲覧は、参考となります。

必ず中央館４階建築防災課窓口で直接

ご確認ください。

お問い合わせ先

足立区　都市建設部　建築防災課　細街路係
〒１２０－８５１０
東京都足立区中央本町１－１７－１　中央館４階
電　話　０３－３８８０－５２８６（直通）
ＦＡＸ　０３－３８８０－５６１５
Ｅメール kenchiku-bousai@city.adachi.tokyo.jp　令和４年１２月発行

整　備　例整　備　例

工事終了後、Ｌ形側溝に

設置します。

拡幅整備済み標示板

リサイクル適性 Ａ
この印刷物は､印刷用の紙へ
リサイクルできます。
再生紙を使用しています。

６

この印刷物はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

足立区のホームページから、キーワード「ＧＩＳ」で検索してください。
ジーアイエス


